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第２四半期累計期間の業績予想と実績との差異および 
通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 25 年５月 10 日に公表いたしました平成 26 年３月期第２四半期累計期間（平成 25 年４月 1日～平

成 25 年９月 30 日）の業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。 

また、 近の業績動向を踏まえ、平成 26 年３月期通期（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日）の

業績予想を下記のとおり修正することとしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 業績予想と実績との差異      

(1)平成 26 年３月期第２四半期累計期間連結業績予想と実績との差異（平成 25 年４月１日～平成 25 年９月 30 日） 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株 当 た り

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

40,500 

百万円

1,500 

百万円

1,300 

百万円 

1,000 

円 銭

16.71 

実 績 値 （ Ｂ ） 41,624 1,781 1,956 1,235 20.63 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 1,124 281 656 235  

増 減 率 （ ％ ） 2.8 18.8 50.5 23.5  

(ご参考)前期実績(平成 25 年

３月期第２四半期（累計）) 
35,296 1,071 1,060 871 14.41 

 
 (2)平成 26 年３月期第２四半期累計期間個別業績予想と実績との差異（平成 25 年４月１日～平成 25 年９月 30 日） 

 売  上  高 経 常 利 益 四半期純利益
1 株 当 た り 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

20,000 

百万円

500 

百万円

300 

円 銭 

5.01 

実 績 値 （ Ｂ ） 21,332 1,315 1,046 17.49 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 1,332 815 746  

増 減 率 （ ％ ） 6.7 163.1 249.0  

(ご参考)前期実績(平成 25 年

３月期第２四半期（累計）) 
22,878 429 174 2.88 

 

 



 

 

 

２.通期業績予想の修正     

(1)平成 26 年３月期通期連結業績予想の修正（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日） 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
1 株 当 た り

当 期 純 利 益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

85,000 

百万円

4,000 

百万円

3,500 

百万円 

2,400 

円 銭

40.10 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 82,000 4,000 4,000 2,400 40.09 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △3,000 － 500 －  

増 減 率 （ ％ ） △3.5 － 14.3 －  

(ご参考)前期実績 

(平成 25 年３月期) 
73,543 1,883 2,271 1,351 22.38 

   
 (2)平成 26 年３月期通期個別業績予想の修正（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日） 

 売  上  高 経 常 利 益 当期純利益
1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

40,500 

百万円

1,500 

百万円

750 

円 銭 

12.53 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 43,000 2,700 1,600 26.73 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 2,500 1,200 850  

増 減 率 （ ％ ） 6.2 80.0 113.3  

(ご参考)前期実績 

(平成 25 年３月期) 
45,315 1,469 735 12.19 

 

 

３． 差異及び修正の理由 

第２四半期累計期間の業績につきましては、国内外での自動車生産の回復に伴う需要や、消費税引上

げ前の需要を確実に取り込んだことにより売上は増加し、利益面では原材料価格アップ分の製品への価

格転嫁が進んだことや、為替の影響もあり予想を上回る結果となりました。 

通期の業績につきましては、連結売上高では子会社であるリケンファブロ株式会社の決算期を３月か

ら 12 月に変更することによる影響を見込んでいます。利益面では第２四半期累計期間での業績を反映さ

せ、前回発表予想を上方修正いたします。 

 

上記予想につきましては、本資料の発表日現在において入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績等は今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


